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A チュルゴを中心として
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また チュルゴにおいては 農業における資本主義発展が認められ 農業そのもののうちに資本と賃労働
の関係がみいだされる
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解釈がなされてきた それはチュルゴ Anne Robert
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生産階級 le classe pro-
ductive, ou cultivateurs 
地主階級 le classe pro-
prie´taires, ou disponcible 
不生産階級 le classe
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のである
さらに この農業労働者階級は 土地耕作の方法によっ
て 異種の内容と構成をもつ すなわち 第 + 一定額の
賃金を支払われる労働者による方法 第 , 奴隷による






この内 第 +の方法では 明らかに賃金労働者が出現し
てくる ここにおいて 土地所有者は 種子や 賃労働者
の賃金を前払いするのであるが 賃金労働者は必然的に存
在しなければならない
又 第 /の方法は 土地の賃貸を意味する すなわち
土地所有者は 土地の耕作に関する一切の仕事に関係する





富裕なる耕作者 の行なう方法であり この 富裕なる耕
作者は耕作の前払いをなしうる耕作者でチュルゴは


























ある それでは 次にチュルゴにおいて 資本 とは何
かを考察する
II チュルゴの資本観
チュルゴによれば 投資とは 第 +は 一定の収入を
もたらす地所を購入することである 第 ,は貨幣を耕作企
業に投資して 土地を賃貸することである 第 -は
貨幣を工業あるいは製造企業に投資することである 第 .







第 ,の形態において 耕作企業家が獲得するのは 
原前払 年前払すなわち全資本の回収かれらがな
んら労働しなくてもその資本で獲得しうるであろう収入と












う収入と等額の利潤 賃金とかれらの労働 危険 技能
の価格の -つである+,






































































で 賃金は生活資料の価格 つまり ある一定の使用価値
の分量として 主観的にとらえられている ここに彼の主
観価値論を かいま見ることができる













さらに彼は 利潤を地代として理解し 地主階級 の収
入としてとらえたために生産において 主体的な労働とし
て理解されたのは 生産階級 と 不生産階級 の労働で
あった
そしてこの 生産階級 と 不生産階級 の労働は 耕
作企業家および産業企業家と これらに対する賃金労働者
とに未だ分離されていないところの 農業生産者 と 工



















又 重農学派において チュルゴ	の理論が 特色を
持っているというならば 農業労働の主体的な意義を認識
した つまり 農業生産部門の自然的 物理的優位性を
実際の生産に活用し 社会的生産物の豊富さにまで現実化
させたことにある つまり 農業労働者の生産性は 土地
の肥沃さの物理的結果であり また かれが その土地を
肥沃にするために用いた諸手段のむずかしさの というよ
りは その適切さの物理的結果である,*というように













ので たしかに 前払いを増加しても それ以上は経費の
増加に比例して生産が増加しないような点があるにちがい
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About the Wage Theory of the Physiocracy
Focus on A. Turgot
By
Shyunji TANAKA*
(Received August ,2, ,**+/Accepted December +-, ,**+)
Summary : A. TURGOT’s wage decision theory can be considered to be the wage theory of living
expenses, which seems to be based on the grounds of the price decision principle of general goods and
labor’s independent role in production.
In other words, the price decision principle of general goods created the deﬁnition of living
expenses wage with regard to the wage measurement, and an understanding of labor’s independent
role in production created the value theory of living expenses wage.
It can be said that Turgot admits the development of capitalism in agriculture as well as the
relationship between capital and wage labor.
Key Words : living expenses wage, physiocracy, just prix, wage theory, wage decision theory
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